巩巧 FM トランスミッター 

LAT - FM 130 U シリーズ 


取扱説明書 


このたび巧用 FM トランスミッター [LAT-FM130U」 をお胃い上げし化だき、誠にちりがとうございます。 
本製品を正しくを全に巧巧ずるために、本書を化ず 
お読みくだをいますようお巧い申し上げます。 


A エンジン巧動時は、本お品をシガーソケットに疫病しないで<ださい。突発的に大さな空圧がシガーフラグへ発ちし、 

^本裝品ゃ接病した括おをお損する巧おせびあります。化ずエンジン巧国をに本萬品をシガーソケットへ接療してください。 

①まのエンジンを始動したあと、シガーソケットに本お品を毎続しまず （LED デイスフレイが点口し電源供括を確設でをます）。 

あか堅品のステレオミニフラクちポータスレオーデイオ括器のイヤホンジャックと接病し、カチッと手ごたえり巧るミで差し込みミす， 

⑤ポータブルオーデイす巧器げ USB 巧軍に巧あしている場合.本投品の USS コネクタに袋病します。 

&USB 巧軍ケーカレは、各なおの付属品または専用の巿巧品をご巧巧くだごい。 

部に巧電しなび5の再ををヴポートしていないポータブルオーデイオなおびありまず。 

1:4) 届游! Sfi 巧ボタン（メモリボタン/ CH ボタン/才ートスキャンボタン）で、音某をち恒ずる同抵 
数を選がしまず（メモリボタンの揉巧方まについては、「メモリ登録の方法 J をご質くだでい）。 
⑥カーステレオを操作して， FM ラジオの受信同巧巧を本些品の設定周波巧と合わせまず。 
⑥ポータブルオーディオ设おを操作して、音楽をち生します。力ーステレオの音量やポータフ‘ル 
才ーデイオち器のイコライザ設をを围整して,お巧みの音策をお楽しみください。 


本体各部の名称とを割 






® 電巧スイッチ 

本お品の電お ON/OFF をの D 香えまず。 

這)ステレオーニフラグ 

ボータブルオーディオ挂器か6の富まを入力ずる 
ための¢3. 5mm の才ーデイオ入カフラグでず。 

③ US にネクタ 

5V/800mAI こ巧応した US 目巧 S ポ-卜です•ボ-タカレ 
才ーディオ«おげ US 日巧軍に巧応している里さに接原ずる 
ことで,巧軍をしなが5旨をを楽しむことができまず。 

罔巧巧 g 巧ポタン 

接玩した篇おの窠巧データを掛百ずる FM の周迪 
巧を涅巧ずるポタンでず。届液巧は76.0 -90.0 
MHz の起囲から 0. 1 MHz 単むで雇がでを, 4つの 
周ぶ巧をメモリ登留でさます。 



1回巧したと5 

巧し扇けたとさ 


④ CH UP 
{A 肺タン 

周巧巧を 0.1MHz 
単位で上げまず。 

面波巧を1.0 MHz 
単位で上げまず。 


④ CH DOWN 
{▽) ポタン 

周液担[を日.1 MHz 
単位で下げます。 

周巧巧を l.OMHz 
軍也で下げます。 


⑤メモリ (M) 

ボタン 

プモリに登湿した圍ぶなを 
切り替えまず。お荷時には 
日 B.3/ 日日.5/日目7/日目. 9MHz 
び畳强さ打ています。 

メモ U 登攝周波巧 
を密ましまず， 


⑤才ートスキヤン 
ポタン （S) 

6つの最適な周ぶ巧 
に L1 〜 CL6) を 
切〇督えまず。 

最適な圍巧巧の 
巧索を閱粗します。 

⑦ LED デイスブレイ 

現巧の局波数を表巧します。 

⑤シガーフラグ 

自国ま内のシガーソケットに接続します。 


■固波巧の登録方法- 

参オートスキャン機能で設定ずる場合 
①ソモリ (M) ボタン"を巧して、登録したいメモ U 番号に H 1 J 
- 「CH4」 を星巧します。 

③‘才ートスキャン旧)ポタン"を3お)凹上長巧しします。 

③ ディスフレイ表おが点おし、電波干渉がかない面波な候巧を 
已つ {CL1 ~CL6) 横索し、 CL1 を表示します。 

》■才ートスキャン （S) ボタン"を巧すごとに，巧の围巧扭慣巧 （C に~ 
CL6) を表示しまず， 

④ ソモリ (M 师タン"を2巧む上巧して、①で違巧したメモリへ 


巧索した周®巧を登録します。 

《ソモリ （M) ポタン’を巧して,なしい周破段設定が正掛こ登録されに 
かをご®巧 < ださい。 


♦マニュアルで設定ずる場さ 

①■■メモリ （M) ボタン’を巧して、登録したいメモ U 蚕号 rCHI 
J-KhW」 を遅巧します。 

③ ‘CH UP (A) ボタン—または" CH DOWN (▽) ポタン"を 
巧して、設定しにい周巧巧を星びます。 

③ソモリ (M 饰タン"を2柳•:!上長巧しして、①で遅巧したメモ 
リへ検索した周波巧を登録しまず。 

* ソモリ (M)) ボタン’を巧して、巧しい固没巧設定び正萬に登留さ n 
たかをご®設ください。 


■固波数の切り替え方 - 

—メモリ (M) ポタン"を巧すごとに， CH1 か 6CH4 までに登 
録さ〇ている周液巧が切り替わ D まず。 



■正しくを全にお使いいただくために LU 下のを意事項を必ずお守りください。 

望化 

ここに記載された事巧を無巧ずると、巧用者が巧 t または障害を 

負うち廣性、または物的損害巧負うを廣性びちる頂目です。 

•自動車の運転中に操作しないでください。 

■巧 一， 異常が発をしたときは本段品び百異臭や煙び出たときは.ただちに 
シガーソケットから巧いてくだをい，その後は本段品をご使用にな百ず,販 
売店にごち設ください。 

•高温のまま巧坦しないで<ださい。 

•まの中にはあ巧にほ置しないでくだごい。 

■分招しないでください。 

A を意 

ここに記致されたき巧を無視すると、けび巧したり、物的損害を 

負ラを巧性びある項目でず。 

wjc 気のをいお巧での巧用/巧普は巧わないでくだでい。本製品巧部に巧 
化が入ると、巧障、义巧、忌電の原因となります。 

• シガーソケットのおだをご巧記ください。 

•本裂品は辑巧な里子待器のため、あ勇やお動の加わる場所、茵いお力の篇 
をする場巧、窗軍寅の男をする場所などでの巧用•巧管は避けてください。 

•iP 口 d につい口ま、 iP 口 d の取巧訟明書の指示になってください。 

• 曰本国む巧では巧用しないで<だごい。 

■その他：こんなことにちミちきしてください。 

•本製品は、無緑届のを許をを要とし)5い巧お電波を巧用していまず。そのにめ、 

強い電巧が出ている電波塔、トンネルやビルの間などコンクリートなどで遐助さ 
れた場巧、受信忌度の悪しけーステレオなどは.ノイスび発をずる原因とな0ます。 

ち6かじめご了ま < ださい。 

■本裝品はマイナスアースまき用でず，フラスアース車では使巧で舌ません， 


保話規定 


■保証内容 

製品添付のマニュアル.文舌.說巧ファイルの記货«項に巧った正宙なご巧用げお 
で»居したちさには.本な記需に記货された巧客に S づき.無笛巧理ぞいたしまず。 

巧記巧象は裝品の巧巧卽かのみとでせていただホ.ソフトウIアなどの通が品は® 

証の巧象とな0ません。なお、本な訪香は曰本国巧においてのみ有効でず。 

■照正適用夕博垣 

なな巧国巧でも. ly 下の場さはち巧お理とな D まず。 

1. 本な証室のあ示をしげこだけない場合。 

2. 本保証まの所定•項のみ記入、あるいは字巧び宝き巧え己れたちさ。 

3. お貫い上げをのおち.咨か時の落下や街®窜、お取り巧いがち当でないたゆにを 

じた苗!»,損房の場を。 

4. 义が,お産,水 S, 是蛋、その化の天災せ空、または異常里圧等による巧»,損拒の 
巧さ， 

5. 接病さ打ている化のな器に起因して,本お品に巧苗,損房がをじた坦さ。 

6. 巧れおよびが社び指をするヴービス篇阳で、俊理,調整.改良された坦さ， 

7マニュアル,スさ,説明ファイルに記菌の宙巧ち巧、およぴごま度になするお巧 D 
巧いによってホじたが历,損语の這合。 

■巧責事項 

否:製品の巧居または任用によってをじた、お客様のな存データの;肖巧.®損等について.巧証 
するちのではちりません。直送および巧爸の損害について.辉社は一切の S 任を負いません。 


な証書 


お品ち LAT - FM 130 U シ U - ズ ド巧用田 ご度入日から1年間 

♦シ U アルN0.(里!品本ホに IS 面） 


★お客ほこ K 入 M 


フ U ガナ 


おち瓦 i 

ご住巧干 TEL ( 


本製品のお問い合わせ巧 


本賀品は.曰あ国の仕诗でず。国巧での巧用に関しては 
巧れではいかなる責任を負いひねます。また国巧での巧用、 
国巧•からの問合せにはサボートを行なってお D まだん。 
This product is for domestic use only. 

No technical support is available in foreign 
languages other than Japanese 


よくあるお問い合わせ、巧応情輯，マニュアル.慢理ぶ巧 
f 寸属品廣入窓 □ などをインターネットでごち巧してお D まず。 
ご利用が可能であれば、まずご垣誘 < ださい。 
■サポートべージ 
白 40 日 . jp (h け P: はお要ありません） 

■テクこカルサポート 

けビダイヤル） 0570 -022 -日 22 ド〜 ± 册日営 《)) 

* 君巧,年末年巧.特定が黄日をおく \10:0口-1日:00 / 

お問合せの前に切下の巧容をご用意ください。 
’巧社製品の型番•接続するお器の型ま 
-ご胃問巧容(症げ、や D たいこと、お困りのこと） 
5«巧おな巧口.蛋話しなが5揉作巧能なげ慶でご連活ください。 


修理について 


お品な設は、曰本国のにおいてのみち巧でず。国巧からの宿理 
巧馬は.巧証期間のち無を問わず巧応いたしまはん， 

This warranty is valid only in Japan. 

慢理は.慢理センターへお送りいただいた巧巧品を 
懷理（製品交巧の場合あり）してご返なします。巧 IE 
巧間中の慢理につい口ん保註規をに巧い憶理しまず。 
保証期間の有巧が埋設できない場合、巧扭巧間を超 
えた修理についてはち料となります。ただし、生をお 
了をの括過期間によっては修理でをない（修理巧息） 
場合び面りますのでち5かじめご了承ください。慢 
理巧息製品の巧索、巧巧の手順、修理巧!! ■ (PDF 
ファイル）をインターネットへ捐載しておりまず。ご 
利用が巧がであればご S 認をお願いします。 
http://www.lo 邑 itec. 巳 o.ip/suppo け/ service. 

修理ご巧巧時の巧認事巧•慢理巧間中の資出樓、化 
督樓はありません。•な証巧 PS の有巧に関〇らずごを付 
頂く原の送巧はお客巧負担とな D まず。•商送中の紛失、 
お損に関して度なでは責任を負いかねまず。巧包巧を用 
いて捆包し、化ず発をの控えが柱る宅配便にてごを巧い 
ただき.巧お品がおを元に戻るまでちちのをえは义切に 
保管してくださし、•な証巧間巧の樓巧を巧巧ごむる場 
合は，ご属入年月日の確記でさる賊売店印のちるな証書、 
巧証書シールIレシートを添付してください。•巧頼雨に 
は、お客樣の氏をI連箱巧（ご住巧/里話香号）1巧垣のだ 
おをま面にて添付してください。 

(條理巧巧巧) 

干39丘-0111 

長野県巧那巧美すず六道原82己日□ジテック巧すをな 
3番を□エレコムグルーブ樓理センター 
TEL. 0265 -74- 1423 FAX. 0265 -74- 1403 
里詰受巧時間: 3:00- 1 2:00.13:00-1 9:00 
X巧日、置巧•を末年巧 > 巧をホ業曰巧除ぐ 
敦品に関する巧術的なお問いを行せや慢理が必要か 
どうかについてのお問い合むせは,テクニカルヴポート 
へお巧いしまず。 


音質が気になるとさは 

♦再生する巧の曲調や接綺括器のイコライザ設定によっては、音び星んだ 
り、割むた D することがあります。このような場合、力ーステレオのポリュー 
ムの調整や、径続機器の設定を変夏ずることで改善することがありまず。 
•公巧の®送局や、化の搔器が発ずる FM 波との混厦によ D、 ノイズが発生 
ずることびあります。その瞭には、周波が設定を変更ずることで症げが改善 
することがあ D まず。 

※長時間使巧しない場合は、す巧をシガーソケットか5巧り列し、接病待器を取りかして巧菅してくだごい。 

* 車種によってはIキーを巧いてをバッテリーか5軍おびおおされる巧合びちりまず。このよ5な車種で、車を雨打る度は、必ず本製品を 
シガーソケットか5取 D 巧■してください。径続したままにしておくと、バッテリー上が D の原因にな口ます。 


☆ごが売店ち 
ごお入 B 

ごは巧-居ち- TEL- ご担当青を 
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